
生活単元学習指導案（略案） 

平成 31 年２月１日金曜日２校時(9:40～10:25) 

小学部２組 男子４人  女子２人  計６人 

場 所 小 学 部 ２ 組 教 室 

指 導 者 内倉広大 ( C T ) ，森泉貴 ( S T ) 

１ 単元名 「○○たんけんをしよう」 

 
２ 本時の実際（15／20） 
 (1) 全体目標 

ア 校外学習で調べたことをまとめる活動を通して，公共施設等のロゴや外観の写真，名称や利用目的を答
えたり，表にして表したりすることができる。                   【生活，国語】 

イ 商業施設で扱っている商品に着目することで，種類ごとに分類し，地域マップ（白地図，ポスター，ワー
クシート）を作ることができる。                         【生活，算数】 

 
 (2) 個人目標 

児童 個人目標 

Ｉ．Ｒｉ 
（３年，男） 

ア 写真や教師のジェスチャーを手掛かりにして，利用目的を表したカードを正しく選び，表を作ることが
できる。 

イ 商品のカテゴリーの名称を手掛かりにして，自ら商品の写真を分類し，地域マップを作ることができる。 

Ｔ．Ｈ 
（３年，男） 

ア 校外学習時の動画等を手掛かりにして，ロゴに合った名称カードや店内の写真カードを選ぶことができ
る。 

イ 教師が提示する商品の写真を見て，台紙のシンボルと写真に貼られたシンボルとを対応付けることを手
掛かりにして，商品の写真を分類し，地域マップを作ることができる。 

Ｉ．Ｒｕ 
（３年，女） 

ア 活動の様子の写真や教師や友達の発言を手掛かりにして，利用目的を表したカードを正しく選ぶことが
できる。 

イ 商品のカテゴリーの名称を教師と確認したり，シンボルを手掛かりにしたりして商品の写真を分類し，
地域マップを作ることができる。 

Ｙ．Ｈ 
（４年，男） 

ア 校外学習時の動画等を手掛かりにして，ロゴに合った外観の写真を選び，音声ペンで確かめながら表を
作ることができる。 

イ 台紙のシンボルと商品の写真に記載されたシンボルを対応付けすることで，商品を分類し，地域マップ
を作ることができる。 

Ｙ．Ｋ 
（４年，男） 

ア 利用目的を表したカードを手掛かりにして，店舗に応じた利用目的を答えたり，表を作ったりすること
ができる。 

イ 商品のカテゴリーの名称を手掛かりにして，商品の写真を分類し，地域マップを作ることができる。 
Ｉ．Ｍ 

（４年，女） 
ア ロゴの名称を考えたり，友達の意見を聞いたりして，外観の写真を選ぶことができる。 
イ 教師の口頭での２択を手掛かりにして，商品の写真を分類し，地域マップを作ることができる。 

 
 (3) 指導及び支援に当たって 

＜これまでの学習の様子と本時の学習活動の概要＞ 

児童らは，前時までに公共施設等についてロゴや外観の写真，名称や施設などの利用目的を表すシンボル

を表にまとめる学習や，同じ食品を扱う商業施設であっても，店舗によって扱っている商品に違いがあるこ

とを調べてまとめる学習を行ってきた。 

前時には家電量販店に出掛け，店舗内で扱っている商品について調べ，動画や静止画を用いて記録をする

学習活動を行った。そこで本時では，前時の校外学習で得た情報を表や地図，ポスターなどにまとめること

ができるようにする。 

＜導入＞ 

 白地図を使って公共施設等の位置や外観の写真を確認することで，これまでの学習とのつながりを意識し 

たり，本時の学習への意欲を高めたりすることができるようにする。基 主 思 

＜展開＞ 

・ 型はめを利用した表を用いることで，型がはまる箇所を確認しながらロゴや写真，名称やシンボルごと

に正しい選択肢を自ら選ぼうとすることができるようにする。基 主 思 

・ 商品の写真を分類する際には，あらかじめ写真にシンボルや音声シールを貼っておくことで，シンボルと対応

付けたり，音声ペンで音声を聞いたりしたりして正誤を確認しながら取り組むことができるようにする。基 思 

＜終末＞ 

 個別的学習場面で制作したワークシートをファイリングしたり，教師の発問を通してまとめたポスターの 

内容を確認したりすることで，学びに向かった自分を実感することができるようにする。基 人 



 (4) 実際 

過程 主な学習活動 指導上の留意点 資料・準備 

導入 

(８分) 

１ 始めの挨拶をする。 
２ 前時の校外学習の振り返りをす

る。 
 
３ めあての確認をする。 

たんけんして，わかったことをち

ずやひょうにまとめよう。 
 

・ 前時までに用いていた白地図で簡単に振り返

りを行うことで，これまでの学習を想起し，これ

までの学習とのつながりを意識したり，本時の学

習への意欲を高めたりすることができるように

する。 
・ 動画や写真を用いることで，前時の校外学習の

活動を想起することができるようにする。 
・ 空欄箇所のある表やポスターを提示すること

で，本時の学習へのおおまかな見通しをもつこと

や学習意欲を高めることができるようにする。 

・白地図 
・動画 
・校外学習時

の写真 

展開 

(35分) 

４ 家電量販店について調べたことや

分かったことを地図や表にまとめ

る。 

(1) ロゴや外観，名称や役割につい

て表にまとめる。 

(2) 白地図を用いて家電量販店の位

置を確認する。 

 

(3) 家電量販店で扱っている商品を

分類し，ポスターに整理する。 

５ 商品を分類し，ワークシートに整

理する。 

【Ｔ．Ｈ，Ｙ．Ｈ】：CT 

(1) 写真のシンボルとワークシート

のシンボルの対応付けをする。 

(2) 写真をワークシートに貼る。 

【Ｉ．Ｍ】：CT 【Ｉ．Ｒｕ】：ST 

(1) 商品のカテゴリー名を確認す

る。 

(2) 写真のシンボルとワークシート

のシンボルの対応付けをする。 

(3) 写真をワークシートに貼る。 

【Ｉ．Ｒｉ，Ｙ．Ｋ】：ST 

（1） 商品の名称の視写や暗写をす

る。 

(2) 写真に記載された商品のカテゴ

リー名とワークシートに記載され

たカテゴリー名の対応付けをす

る。 

(3) 写真をワークシートに貼る。 

・ Ｔ．ＨやＹ．Ｈが音声ペンを使ってロゴや外観，

名称カードに貼られたシールのデータを再生す

ることで，正しいカードを表にはめられているか

を確認することができるようにする。 

・ 地図と動画とを照らし合わせながら確認する

ことで，河川沿いの公共施設等のおおよその位置

関係を確認することができるようにする。 

・ 商品を「家電」，「おもちゃ」，「食べ物」の三つ

に分類することができるように，台紙に例となる

イラストや名称を書き表しておくようにする。 

・ Ｔ．Ｈ，Ｉ．Ｒｕ，Ｙ．Ｈ，Ｉ．Ｍには，ワー

クシートの枠内に例となるイラストを載せてお

くことで，自ら写真の分類をすることができるよ

うにする。教師は必要に応じて，イラストに着目

することができるように言葉掛けやイラストへ

の指さしをする。 

・ Ｉ．Ｒｉ，Ｙ．Ｋには，ワークシートの枠内に

商品のカテゴリー名を記載しておくことで，名称

を手掛かりに写真を分類することができるよう

にする。名称のみでの分類が難しい場合は，活動

４で作成したポスターを手掛かりにすることが

できるように小ホワイトボードに貼ってSTが提

示する。 

・ 写真を黒地のボードに提示することで，書かれ

た情報に意識を集中させて取り組むことができ

るようにする。特に，Ｔ．ＨとＹ．Ｈには，より

写真に注目できるように，教師が一覧から取り出

して一つずつ提示するようにする。 

・ 作成したワークシートは，ファイリングをし，

今後の学習で確認をしたり，学びを振り返ること

で学習に取り組んだ自己の達成感を味わったり

することができるようにする。 

・型はめ表 

・音声ペン 

・模造紙 

・商品の写真 

・ワークシー

ト 

・ファイル 

・ボード 

終末 

(２分) 

６ まとめをする。 

 

 

 

 

７ 次時の学習について確認をする。 

８ 終わりの挨拶をする。 

・ 本時で作成した地図やポスターを用いて教師

が再度質問をすることで，学んだことを確認した

り，地図やポスターを手掛かりにして情報を選ぶ

ことで，整理して表すことの良さを味わったりす

ることができるようにする。 

・ 次時の学習では，本時で学んだことや分かった

ことについて発表し，その様子を動画に撮影する

ことを知ることで，次時の学習への期待を高める

ことができるようにする。 

・発表動画 



 (5) 場の設定 

【集団学習場面】                 【グループ学習場面】 

   
 
(6) 評価 

ア 全体目標 

(ｱ) 校外学習で調べたことをまとめる活動を通して，公共施設等のロゴや外観の写真，名称や利用目的を答

えたり，表にして表したりすることができたか。                   【生活，国語】 

(ｲ) 商業商業施設で扱っている商品に着目することで，種類ごとに分類し，地域マップ（白地図，ポスター，

ワークシート）を作ることができたか。                      【生活，算数】 

 
  イ 個人目標 

児童 個人目標 

Ｉ．Ｒｉ 

（３年，男） 

ア 写真や教師のジェスチャーを手掛かりにして，利用目的を表したカードを正しく選び，表を作ることがで

きたか。 
イ 商品のカテゴリーの名称を手掛かりにして，自ら商品の写真を分類し，地域マップを作ることができたか。 

Ｔ．Ｈ 

（３年，男） 

ア 校外学習時の動画等を手掛かりにして，ロゴに合った名称カードや店内の写真カードを選ぶことができた

か。 
イ 教師が提示する商品の写真を見て，台紙のシンボルと写真に貼られたシンボルとを対応付けることを手掛
かりにして，商品の写真を分類し，地域マップを作ることができたか。 

Ｉ．Ｒｕ 

（３年，女） 

ア 活動の様子の写真や教師や友達の発言を手掛かりにして，利用目的を表したカードを正しく選ぶことがで

きたか。 
イ 商品のカテゴリーの名称を教師と確認したり，シンボルを手掛かりにしたりして商品の写真を分類し，地
域マップを作ることができたか。 

Ｙ．Ｈ 

（４年，男） 

ア 校外学習時の動画等を手掛かりにして，ロゴに合った外観の写真を選び，音声ペンで確かめながら表を作

ることができたか。 
イ 台紙のシンボルと商品の写真に記載されたシンボルを対応付けすることで，商品を分類し，地域マップを
作ることができたか。 

Ｙ．Ｋ 

（４年，男） 

ア 利用目的を表したカードを手掛かりにして，店舗に応じた利用目的を答えたり，表を作ったりすることが

できたか。 
イ 商品のカテゴリーの名称を手掛かりにして，商品の写真を分類し，地域マップを作ることができたか。 

Ｉ．Ｍ 

（４年，女） 

ア ロゴの名称を考えたり，友達の意見を聞いたりして，外観の写真を選ぶことができたか。 
イ 教師の口頭での２択を手掛かりにして，商品の写真を分類し，地域マップを作ることができたか。 

 
 




